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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 洗面所の湯沸式ガス臭くなる事あり、電池交換しています。温度を現在テープ貼っている所より上げたり下げたりしないようにお願いします。

· 本日の当直医、明日の日直医、千葉良Ｄｒ→窪田Ｄｒへと変更になっています。

· 12月20日　17:30～　メモリアルホールにて視察研修・精神医学会報告会があります。

· 大上　なみ様～脱肛処置継続となっています。次回は12月22日。

＜入浴チェック状況＞

· 昨日女性患者様の入浴チェックを行なっています。

浅野　秀子様・江刺家　恵子様・上村　みわ様・大上　なみ様・金沢　洋子様

平　京子様・柳杭田　かつ子様・山火　るい子様が洗髪を上手に行なえなかったり、泡を流さずに湯舟に入ろうとする行為が見られていました。また、シャワーを使っていないにも関わらず独占している事見られていたので、今後洗髪の仕方や入浴マナーについて勉強会を開き、個別に介入していく。

次回は12月12日と14日男性患者様の入浴チェック予定です。

＜疾病教室にあたって～講師　佐藤主任～＞

· 自分が統合失調症だとしたら、どのような知識を知りたいと思うか。それを教えることが必要！

· 疾病教室で上手く進行を出来ないのはスタッフの統合失調症についての病態特徴を理解出来ていないからである。

· ストレスが発病の原因であるとの説明は大きな間違い！！それは統合失調症への偏見がある。統合失調症は脳の病気である。ストレスが原因と言ってしまうと自分でやらなきゃいけない事を自分でやらなくなってしまう。（例：自分はストレスがせいで具合が悪くなるから、だからやりません。と誤解を生じ、何もやらなくなる。）

· 疾病教室は認知機能の向上の為に開いている。偏見を取ってあげる事が大事で、薬で症状を抑える事が出来る事を伝える。

· 認知：その存在を認める事。

· 病態特徴→統合失調症を発病後治療をしないと予後はどうなってしまうか？

　　　　　・時間を経つに連れて人格レベルが下がる。

　　　　　・人格崩壊

· 今以上に病状が悪くならないためにはどうしたらいいのか、考えて貰う。（例：幻聴があったら患者様の生活はどうなりますか？夜眠れますか？ご飯は食べれますか？風呂に入れますか？）その時どうするかスタッフも一緒に考えていく事が看護。

· 日常生活レベルをいかにして元に近付けてあげれるか？それも看護の仕事。

· 薬物療法は陽性症状に向けて作られたものであり、陰性症状を改善させる為に看護が必要。

· 精神疾患を１つの病気として見ているか、偏見で見ているかが大切。

　　　　　　

　


































